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研究分野：生物学 
科研費の分科・細目：分科（基礎生物学）・細目（植物分子生物・生理学） 
キーワード：植物、花粉管ガイダンス、重複受精、細胞間シグナリング、顕微細胞操作 
 

１．研究計画の概要 
 研究代表者は、胚嚢が裸出するトレニアの in 
vitro 重複受精系やレーザーによる顕微細胞操作技
術を、世界に先駆けて開発してきた。本研究の目的
はこれらを駆使して、花粉管ガイダンス及び重複受
精過程においてゲノム障壁の鍵因子となる、細胞間
シグナリング分子を同定することである。具体的に
はⅠ）助細胞が分泌する花粉管ガイダンス分子の同
定、Ⅱ）花粉管の受精能獲得を制御する母体因子の
同定、Ⅲ）ライブイメージング解析による細胞間シ
グナリング分子の探索を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
140 年来の謎とされた花粉管ガイダンス分子を助

細胞の解析から発見し、LUREs と名付け、Nature
誌の表紙を飾る成果に結びつけた。（論文①、⑤）。
この研究を基盤に、シロイヌナズナにおけるガイダ
ンス分子の有力な候補も得ている。また、花粉管の
受精能を制御する因子 AMOR が糖タンパク質であ
ることを示す結果を得て、その精製法を確立し、現
在質量分析を行っている。また、独自のライブイメ
ージング技術により、重複受精における 2つの精細
胞の動態を世界で初めて捉えることに成功し、発表
した（②）。その可視化技術を基盤に、新規可視スク
リーニングにより、重複受精に異常のある突然変異
体の同定にも成功している。 
 
３．現在までの達成度 

区分：① 上記のとおり誘引物質の同定に至り発
表するなど、予想を凌ぐペースで展開しており、
その達成度は極めて高い。 

 
４．今後の研究の推進方策 
 当初計画の通り、現在までの成果を基盤として、
LUREsに着目した生殖隔離機構の解明、AMORの

同定と解析、重複受精の分子機構の解明を推進する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者には下線） 
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